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ディスパロン １２１０ 

ディスパロン １２２０ 

非水系塗料用顔料湿潤分散・色分かれ防止剤 

 

 

 ディスパロン １２１０・１２２０は、脂肪族ポリカルボン酸を主成分とする顔料湿潤分散・色分かれ防止

剤です。一般的なポリカルボン酸タイプの分散剤と比べて強い凝集を起こしにくく、また、樹脂の低分子量 

組成分に近い分子量をもつため、ビヒクルへの適度な相溶性を示します。 

ディスパロン １２２０は、脂肪族ポリカルボン酸に表面調整剤として相溶性の良い変性シリコーンを配合

したもので、色浮きやレベリング性の改善にも効果を発揮します。 

 

 

■性 状   （一般性状であり、納入規格ではありません） 

 

 １２１０ １２２０ 

主 成 分 脂肪族ポリカルボン酸 
脂肪族ポリカルボン酸 

変性シリコーン 

外  観 淡黄褐色透明液体 

有効成分 ５０％ 

密  度 ０．９５ ｇ／ｃｍ３ 

溶  剤 キシレン, ２－オクタノン 

※ 密度は２０℃の値です。 

                 

■用途及び使用法 

   

・ ディスパロン１２１０は、一般焼き付け・常乾塗料全般（アルキドメラミン塗料，アクリルメラミン 

塗料，エポキシ塗料，ウレタン塗料，塩化ゴム等）に適用可能です。ディスパロン１２２０は、常乾 

塗料全般（アミノアルキド塗料，中油アルキド塗料，エポキシ塗料，ウレタン塗料，不飽和ポリエステ

ル塗料，ＮＣラッカー等）に適用可能です。 

・ 塗料製造工程の各段階で添加可能ですが、サンドミル等を用いる顔料分散段階での添加を推奨します。 

・ 標準添加量は塗料全量に対して０．２～０．８％（重量）ですが、樹脂や顔料の種類により異なります

ので、予め添加量を検討してください。 

・ 長鎖アミノアマイド系顔料湿潤分散剤ディスパロン１８５０，１８６０の併用により、色分かれ防止 

効果の向上が期待できます。 

・ ディスパロン１２１０は、低温により析出・固化する場合があります。この場合は、使用前

に５０℃くらいの温度で１日加温し、よく撹拌してお使いください。 
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